
監督：佐竹敦子＆デビーリー・コーヘン　撮影・編集：佐竹敦子　アニメーション：ダニエル・ラモス/デビーリー・コーヘン
出演：ニューヨーク市ブルックリンPS15小学校の皆さん　チェルシー・ロックマン　ジュディス・エンク　マーカス・エリクセン　  

最優秀審査員賞 
グリーンポイント映画祭  

最優秀 
ドキュメンタリー 

Amateur Category
RAWSCIENCE映画祭  

最優秀 
ソリューション賞 
シネマヴェルデ
環境映画祭

 
 

観客賞 
ドキュメンタリー部門 

プロビデンス
子供映画祭

 
 

他4つの受賞と40の映画祭に入選

プラスチック汚染問題にニューヨークの小学生が立ち上がる！

日本語吹替版

～プラスチック削減アンバサダーの子どもたちと多彩な分野の大人たちが吹替えを熱演！～
このメッセージを日本中に届けたい！

日本語吹替版総合監督　撮影・編集：佐竹敦子　制作：カフェテリア・カルチャー
日本語吹替版共同制作：一般社団法人タラ オセアン ジャパン　アニエスベージャパン株式会社　特定非営利活動法人 海の自然史研究所

「マイクロプラスチック・ストーリー　～ぼくらが作る2050年～」の日本語吹替版制作は、
映画に感銘を受けて下さった、タラ オセアン ジャパンとアニエスベーにご支援をいただいており、今後もコラボレーションさせていただく予定です。

子役：平井美佳、忌部あさひ 他、全国578人の応募から選ばれた45名のプラスチック削減アンバサダーたち
応援出演：日比野克彦（現代美術家/東京藝術大学 美術学部長）桂川孝裕（亀岡市長）福井英昭（亀岡市議会議長）

野田はるみ（神奈川県議会 議員）たかまつなな（笑下村塾/時事YouTuber）露木志奈（環境活動家）他

https://www.microplasticstory.org/

協賛：特定非営利活動法人プロジェクト保津川
協力：京都府亀岡市　香川県三豊市　亀岡市教育委員会　亀岡市議会　京都先端科学大学　東京藝術大学　かめおか霧の芸術祭実行委員会　株式会社大川印刷　
　　　東放学園音響専門学校　株式会社ロボット　株式会社SONO PRONTO　亀岡市立つつじヶ丘小学校　亀岡市立詳徳小学校　Sunny5 PBL English　株式会社スコープ



マイクロプラスチック・ストーリー～ぼくらが作る2050年～は、
ニューヨークブルックリンの5年生たちが世界的に大きな
プラスチック汚染問題の根っこが何かを彼らの視点で問いただし、
解決に向かって自分たちの地域からアクションを広げて行くまでの
２年間を追った長編ドキュメンタリーです。

2050年には海にあるプラスチックの重さが、
魚ぜんぶの重さをこえるんだって 。。
2050年には海にあるプラスチックの重さが、
魚ぜんぶの重さをこえるんだって

ブルックリンのレッドフック地区にあるPS15の5年生は、自分たちでリサーチやデータ収集を重ね、それを市議会で公表し、自分たちの住む地域で使
い捨てプラスチックを減らす活動を重ねていきます。そしてプラスチックはごみになってからだけでなく、生産の過程でも地球環境を汚染していること、
そしてそれが気候変動に関わっていることを発見し、自分たちの学校のカフェテリアでアクションを起こし、それをニューヨーク市全体に広げていきま
す。映画では子ども達の素朴な疑問に専門家が答えて行き、アニメーションをふんだんに使って、このプラスチック汚染問題をわかりやすく解き明かし
ていきます。子ども達のまっすぐな熱意から希望が滲み出るマイクロプラスチック・ストーリーは、世界44の映画祭に選ばれ8つの賞を受賞しています。

※座席数に限りがあります。チケットはお早めにお求めください。
上映情報
チケット情報は
こちらから>>>

にてプレミア上映が決定！12.24 ～30金 木

先行発売 「吹替版支援金付きチケット」を先行発売！

アニエスベーが伝えたい事が､この映画には詰まっています!
長年にわたり海洋環境問題への取り組みに注力しているアニエスベーとタラ オセアン ジャパンは本映画のメッセー
ジに賛同し、子どもにも大人にもアクションを起こすきっかけになればと、日本語吹替版の共同制作に参加しました。

「マイクロプラスチッ
クを減らすためにでき

る

こと」をテーマにタラ
号ポスターコンクー

ル

2021を開催。アニエ
スベー青山店にて全

応

募作品を展示し、ブテ
ィックを訪れた方にも

プラスチック汚染の問
題をお伝えしました。

吹替版声優オーディ
ション二次審査をア

ニエスベー

青山店２Ｆで実施。ア
ニエスベーの青山店

から、10

名の子役声優が誕生
。

●写真は、グエン役に
決まった、櫻井ことさ

ん

（小学2年生）

アニエスベーが2003年に創設しサポートを続けるタラ オセアン財団は、科学探査船タラ号で世界中を航海し、海が直面する環境的脅威や気候変動の影響を調査。2010年からはマイクロプラスチックの調査、研究も続けています。

©Sacha Bollet / Fondation Tara Océan

タラ オセアン ジャパンは、2020年からマリンバイオ共同推進機構JAMBIO
と共同で日本の沿岸海域のプラスチック汚染について研究するTara-JAM-
BIOマイクロプラスチック共同調査を行っています。
アニエスベーのスタッフもサンプリング調査を体験しました。

タラ オセアン ジャパンについてはこちら

https://linktr.ee/tarajapan

再生可能エネルギー１００％で、印刷工場が所有する施設や車両、購入した電力などエネルギーの製造時に排出されるCO２
全量をカーボンオフセット（相殺）した「CO２ゼロ印刷」で印刷しています。また大気汚染の原因物質であるVOC（揮発性有
機化合物）を削除したノンVOCインキを使用しています。
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